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保護者の学習参加を組み込んだ小学校力リキュラムの開発
-授業参観と総合的な学習の時開を中心lこー
学校力開発コース (11220919) 外山旬
The purpose of this study is白 examinethe effect of the new curriculum which allows children 
and their parents to learn from interacting with many generations. To do so， I've tried two methods. 
1 examined the parents' participation in learning in the open class and the period for integrated 
studies. The results of the study， 1 was able to prove that the new curriculum can improve 
communication skils among children， and encourage interaction among parents. 
[キーワード] 学習参加，授業参観，総合的な学習の時間，地域学習
1 問題の所在と方法
(1)開題の所在及び研究の背景
1996年 7月の中央教育審議会の答申では， I子
供たちを取り巻く家庭や地域社会の現状Jとして，
家庭や地域社会の教育力の低下を指摘している。
平成 17年度文部科学白書では， 6割近くの保護者
が近所との交流が「あまり盛んで、ないJI全く盛ん
でなしリと答えている。
こうした地域の人間関係が希薄になっている現
代社会において，子どもたちがかかわることがで
きる大人は「家族JI教師」など，限られたものに
なっている。加えて，習い事や塾，スポーツ少年
団の活動などで，子どもたちの多忙化も進んで、お
り，地域の中での子ども同士のかかわりも減って
きている。
こうした現状を受け，学校では様々な取り組み
を行ってきた。例えば，保護者との連携を図るた
め「授業参観jで学級の様子を公開し，学級懇談
会や面談などの話し合いの場を設けてきた。
地域との連携では， 2004年に判交の経営に地域
住民が参画するコミュニティー・スクールが法制
度化されている。学校評議員の制度を実施してい
る学校も多い。山形県戸沢村では，学社融合主事
をコーディネーターとして，地域が主体となった
「通学合宿」や地域と連携した総合的な学習の時
間の実践を行っている。
しかし，例えば学校と家庭の連携においては，
多くの学校で学級懇談会への参加者が少ないなど
の課題を抱えている。保護者同士のつながりが希
薄であり，保護者全員で学級全体を見守ってし、く
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といった保護者五回哉の一員としての意識が薄い。
学校と地域との連携も，十分に実現していると
は言えない。地域学習においてゲストティーチャ
ーとして学習にかかわる人は少数である。学校評
議員も地域の選ばれた人に限られている。つまり，
学校とのかかわりが一部の住民に限られている場
合が多いのである。
家庭や地域において人とかかわることが難しい
現状にあるとすれば，その場を学校が設定してい
く必要がある。そこで，朝交が核となり，家庭や
地域と連携し，多くの人とかかわっていく学習活
動が必要であるとの認識に至った。
(2)研究の目的と方法
本研究は，子どもと保護者が多くの世代とかか
わって学ぶことの教育効果を検証することを目的
としている。そのための手段として，授業の中に
「学習参加jを組み込んで、いく。「学習参加」とは，
保護者が授業に参加し，子どもたちとともに学ん
だり，学習をサポートしたりする形態をしづ。カ
リキュラムの中に学習参加を組み込む理由は，以
下の3点である。
①子どもたちが保護者という大人，つまり，自分
たちとは違う世代の人とかかわる機会を増やす
ことができる。
②学校にとって，最も身近な地域住民である保護
者を学習に参加させることで，学校・地域・家
庭の連携を実現できる。
③保護者の学校参画に対する意識を高めること
ができる。
学習参加は，次の2つの機会に実施したo 1 
つは授業参観である。これは，よ り多くの保護
者に参加してもらうためである。 2つめは，総
合的な学習の時間である。子どもだけでなく，
保護者と地域を結び付けるという観点から，実
践を試みた。実践を受け， 子どもと保護者の意
識についてアンケー トをとり，効果を明らかに
してし、く。
2 先行研究の検討
(1)学習参加の実践事例
学習参加の実践事例として，新潟県小千谷市立
小千谷小学校と神奈川県茅ケ崎市立浜之郷小学校
を挙げることができる。小千谷小学校は1996年に，
浜之郷小学校では1998年に実践が始まった。
両校とも， 授業参観において学習参加を導入し
ている。浜之郷小学校においては，学習参加の効
果を者鶴志したうえで，子どもたちの学習をより充
実したものにするため， 日常の学習においても必
要に応じて学習参加を行う形式にしている。
外山 (2011)は，学習参加における保護者の参
加の形態を以下の4つに分類した。
①ゲストティー チャーとして参加する。
②校外での見学等に付き添う。
@個人やグルー プ。の支援など、の役割を担う。
④子どもと同じ立場で同じ活動を行う。
その上で外山は， rより多くの保護者に参加して
もらい， 社会力を高めるという目的を達成する」
ためには， r参加に当たって特別な知識や経験を必
要としないJとしづ理由から，④の形態が最も効
果的であると結論付けた。
保護者が子どもと同じ立場で子どもと同じ活動
を行っていくためには，学習内容が大人である保
護者にとっても，新たな知識を得たり，発見があ
ったり，考えたりするものが適切である。つまり，
保護者も「楽しい」と感じ，満足感を得るもので
ある必要がある。
(2)宮城県仙台市立七北田小学校の実践
七北田小学校は， 2009年度から文部科学省の指
定研究開発学校になり，r地域共生科Jという教科
を立ち上げた。子どもたちと地域とのかかわり を
明確にカリキュラム化し， 学ばせていこうという
試みである。
この七北田小学校の実践で注目すべきは「パー
トナー Jである。このパートナーは， r児童と共に
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一つの目標に向かって話し合い，共に創り上げて
いく大人」とされ，地域の行政機関や企業，地域
住民や保護者などがその役割を担っている。 前述
の学習参加における保護者の参加の形態で言えば
④に近いと考えられるが，子どもたちの話し合い
に参加する際には，話し合いのコーディネーター
としての役割も求められている。 このように考え
ると， r③個人やグループ。の支援などの役害IJも担
っていると言え，単なる参加者ではなく，従来は
教師が行っていた役割を一部負担していると考え
ることができる。
堤ひろゆきら(2011)は，r地域共生科」の学習に
よって，子どもたちの地域への関心が高まってい
ることや話し合いを通じて成長していることを多
くの保護者が指摘していることに触れている。 さ
らに， 保護者にとっても， r自らがかかわることで
学校や地域ができていることへの気づきが，~地域
共生科』の授業によって与えられている。」 と指摘
する。このことは，保護者が地域学習に参加する
ことが，保護者の学校や社会への参画を促す可能
性を示している。
(3)大人とのかかわりと学力
平成21年度全国学力 ・学習状況調査 [小判交]
報告書は， rpTAや地域の人が学校の諸活動にボ
ランティアと して参加してくれると回答した朝交
の方が平均正答率が高い傾向が見られる」と報告
している。このことは，多くの人と触れ合うこと
が，子どもの知的好奇心や向上心を刺激し，学力
の向上へとつながっている可能性を示唆している。
つまり， 保護者や地域の人々とコミュニケーショ
ンをとることは，多様な考えや様々な生き方に触
れることになり，これらのことが子どもたちの考
えを深め， さらには学習意欲に結び付いた結果と
考えることができる。
3 実践と結果(明らかになったこと)
平成24年度は4年生29名を担任した。授業参
観と総合的な学習の時間において，以下のような
実践を行った。
(1)授業参観における実践
①社会科「都道府県クイズに挑戦しようJ(2012 
年4月21日，参加保護者32名)
今年度最初の授業参観において，1回目の学習
参加を実施した。保護者が安心して参加できるよ
うに，事前に保護者参加型の授業参観を行うこと
と授業内容を学級通信で通知した。ここでは保護
者参加型の授業参観を「学習参加」ではなく， r授
業参加」と呼ぶことにした。これには 2つのね
らいがある。 1つは， r授業を参観Jするのではな
く， r授業に参加」するのだということを印象付け
ること 2つ自は「学習」より「授業Jのほうが
保護者にはなじみやすいと考えたからである。
授業内容は，担任が作成した都道府県に関する
問題に，グループ苛コ親子で相談しながら答えてい
くものであった。ほとんどの問題は地図帳を使っ
て調べることで答えを導き出せるものであり，地
図帳の使い方を身に付けることを目的とした授業
で、あった。初めての授業参加ということもあり，
保護者には自分の子供の隣に座ってもらった。実
際の授業では，親子で地図帳を囲みながら答えを
探したり，親同士で相談したりするなど，いたる
ところで交流する様子が見られた。
授業後，保護者にアンケートを行った。以下は
寄せられた感想の一部である。
(a)子どもたちが学んでいることを一緒に理
解することができた。家庭に帰ってからも日
本の地図のことを意識して，会話に取り入れ
るようになった。
(b) このような方法だと，親同士の交流もで
き，よそのお子さんとも話しができ，親の頭
の体操にもなり・・・様々良いことがあると思
いました。
(c) 自分の子どもだけではなく，他の子どもた
ちと話しながらできました。子どもたちの顔
と名前を覚えることができてよかったて寸。
(d) とても楽しかったですO 後ろから立って見
ている「授業参観」と違って，一緒に同じ視
点で「授業に参加」している感じを味わいま
した。子ども同士の会話や関係性なども，よ
り近くで見ることができてとても良かった
て寸。
(a)の記述から，子どもと同じように保護者も
学習者として授業を楽しんでいることが分かる。
学ぶことで、発見があったという楽しさである。こ
れが家庭での会話に取り入れるとし1う保護者の意
欲につながっている。
(b)， (c)， (d)の記述からは，保護者の関係性が広
がっていることが分かる。授業参加によって，保
(d)の記述からは，保護者は子ども同士の関係性
に注目していることが分かる。自分の子どもだけ
でなく，他の子どもにも注目することで，学級集
団を理解していこうとする意識の表れだと考える。
②道徳「ベロ生き返ってJ(2012年6月27日，参
加保護者24名)
2回目の授業参加では，マンガ「ドラえもん」
の中から「ペロ生き返ってj という話を教材とし
て使用した。しずかの飼っていた犬が死んでしま
い，その犬をドラえもんの道具を使って生き返ら
せるというストーリーである。保護者が授業に参
加し，意見交換することで，子どもたちの考えを
深めることができるのではなし、かと考えた。今回
は，より多くのかかわりを持たせるため，保護者
には自分の子供と同じグループのやや離れた場所
に座ってもらった。
実際の授業で，子どもたちは「大切なベロが生
き返ってよかった」としづ意見と「道具を使って
生き返らせるのはずるいのではなし、かj という意
見に分かれた。そこで，数名の保護者に発言して
もらうと，次のような意見が出された。
「もしも自分の子どもた、ったら，どんな手段を使
ってで、も生き返らせる。絶対に自分より先に死
んでほしくなし功ミらです。」
この発言によって，子どもたちは親の思いを知り，
教材の出来事を自分の身に置き換えて考えるよう
になる。そして，たった一つしかない命の大切さ
を再認識したのである。この学習では，自分たち
とは立場の違う人の意見を聞くことが，考えを深
めることにつながったと言える。
この授業の後で，子どもたちと保護者に「授業
参加は楽しかったか，アンケートを行った。(図 1)
命について考えるという難しいテーマの授業で、あ
ったにも関わらず，ほとんどの保護者や子どもた
ちが「楽しかったJrまあまあ楽しかったJと答え
ている。
保護者 旧告 あまり
ん旦 県むく
護者同士，保護者と子どもたちの交流が生まれた。 図1.授業参加は楽しかったか
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次に， rどのような点が『楽しし寸と感じられたか」
という質問を行った。 子どもと保護者それぞれの
回答を分類すると，表1のようになった。
表1.どのような点が「楽しい」と感じられたか
[保護者]
子どもたちと交流で、きた 8人
子どもたちの様子を近くで見ること
8人
ができる。
耕寸や授業の内容 6人
家庭での対話が増えた 1人
他の親と交流できた 1人
I子ども1
いろいろな保護者と交流できた
耕オや授業の内容
多くの子どもたちが授業を通じ，多くの保護者
の考えを聞き，話し合ったことに楽しさを感じて
いたことが分かる。
対して， 子どもたちとの交流に楽しさを感じて
いる保護者は，子どもたちに比べて少ない。しか
し， r子どもたちの様子を近くで見ることができ
る」という意見の中に， r班の雰囲気もとてもよく，
男子 ・女子関係なく発言しているのが分かり，安
心しました。Jr子どもたちがし1ろいろな意見を持
ち，考えているところを近くで見ることができて
よかった。」など，自分の子ども以外の子どもに目
を向けているものも多い。様々な子どもたちに触
れることで，保護者の子どもたちを見る視野が広
がっていることが分かる。
保護者アンケ}トの自由記述欄に「人の手で命
を操ることに疑問を感じたJという記述があり，
保護者の考えや意見をより引き出していくことが
課題として浮かび上がったO
③算数「共通部分に目をつけてJ(2012年12月11
日，参加保護者20名)
12月に行った3回目の授業参加では，算数の学
習に取り組んだ。本時では次のような問題を提示
した。
小プールと大プールがあります。
けんさんは，小プーノレを 1固と，大プールを
2回泳ぎ，全部で63m泳ぎました。りっこさん
は，小プールを 1固と，大プールを4回泳ぎ，
全部で113m泳ぎ、ました。
小プールと大プ ノーレの長さは，それぞ、れ何m
で、すか。
この問題は思考を必要とし保護者と一緒に考
えるのに適していると考えた。算数という個人差
が表れやすい教科であることを考慮し，保護者に
は自分の子どもの隣に座ってもらった。
実際の授業は，難航した。難しい問題で、あった
ため，なかなか考えられない子どもが多かった。
そこで，保護者がヒントを教える場面も多く見ら
れた。親子で一緒に考える様子，子どもが親に説
明する4菜子など，様々な交流がいたるところで展
開された。しかし今回の授業では，じっくり考
える問題であったため，子どもと大人，子ども同
士の交流は限定的なものであった。グルー プ。ご、と
に座っていたものの，ごく少人数で話し合ってい
ることが多く，より多くの人とかかわるという点
では，課題の多い授業で、あった。
3回の授業参加を終え，保護者と子ども，保護
者同士のかかわりの様子を把握するため，保護者
アンケートを実施した。このアンケートでは，知
っている子どもの人数や話したことのある保護者
の人数を質問している。同様のアンケートを6月
にも行っており， 12月に実施したものと比較した。
6月の回答数は29名， 1 2月の回答数は27名
である。図2から，学級の半数以上 (15人以上)
の子どもの顔と名前が一致する保護者がやや増え
ていることが分かる。図4からは，話したことの
ある保護者の人数が増えている保護者が多いこと
が分かる。これらのことから，授業参加によって
保護者と子どもたち，保護者同士の交流が促進さ
れたと言える。
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(2)総合的な学習の時間における実践
a:実践の概要
闘のけ
舗 1:!月
第4学年の総合的な学習の時間において， I新庄
お宝ロードをつくろう」という単元を計画し，実
践した。総合的な学習の時間は学年で行っている。
この単元の概要は以下のとおりである。
①地域の人に取材したり，自分たちで地域を歩
いたりしながら，新庄のよさ(お宝)を見つ
ける。
②見つけたお宝を，歴史・食・イベント・自然
のコースに分かれて調べ，地図を作成するO
G作成した地図を発表する。
この単元では，地域の人や保護者など， I人との
かかわりJを重視した。そこで，学習参加を単元
計画に盛り込み，実践した。
保護者に参加を呼びかけたのは，地域でのイン
タピュー活動と地域でのお宝探し活動の2回であ
る。保護者が地域学習に参加することで，子ども
たちと地域の人々に加え，保言;草者と子どもたち，
保護者と地域の人々と交流を実現することがねら
いである。
4年生の全家庭に配付した依頼の文書には，①
これまでの学習の経緯，②校外学習のねらい，③
保護者にお願いしたいこと(安全面での見守り，
一緒に活動を楽しんでほしい)，の3点を書き添え
た。
6月に実施したインタビュー活動には，3名の保
護者が参加した。子どもたちは市内の商市街，駅，
スー ノfー マーケットの 3か所に散らばり，街の
人々にインタピューを実施した。ここでは「地域
のよさJや「おすすめの場所」などを質問した。
初めは恥ずかしがっていた子どもたちであったが，
徐々に慣れてきて，積極的に道行く人に話しかけ
るようになったO この活動の中で子どもたちは，
ていねいにインタビューに答えてもらったり， I勉
強がんばって」と声をかけられたりしたことで，
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人の温かさに触れた。
駅でインタピュー活動していたAさんは，駅を
利用する 10人の人に声をかけたが，半分の人に断
られている。しかし，残りの5人は県外から観光
に来た人や市外から来た人であることを知る。こ
のことが，自分の住む地域を見直すきっかlナとな
り， Iなぜ他の地域から人が集まるのかJに興味を
持ち，地域のイベントについて調べることになっ
た。この活動で子どもたちは，初めて会う人と話
すという経験をし，人と交流することのよさを感
じることができた。
②保護者の感想から
7月のお宝探し活動には， 5名の保護者と大学院
生l名が参加している。子どもたちは3つのコー
スに分かれ，地域の文化財や食，自然などの「お
宝Jを探しに街へ出た。古い歴史がある学校近く
小さな神社を見学したり，地元の食材を使った!古
で試食させてもらったりした。ここで見つけたお
宝について，その後も調べ活動を進めていった。
7月の活動終了後に，参加した保護者に感想や
子どもたちの様子についてアンケートを実施した
ところ，以下のような回答があった。
-授業とはまた違った子どもたちの表情を見る
ことができてうれしかったです。行きも帰り
も子どもたちと話をしながら，とても楽しく
過ごせました。
・子どもたちと探索していたら私も初めて知
ることがあり，新庄のお宝を見つけること
ができました。また，共に活動することで，
子どもたちの顔と名前を覚えられましたし，
楽しかったです。
-よく会う機会がある子ども以外の子どもたち
と一緒に活動できて，よかったです。何度も
通ったことがある道でも「このお居はこんな
お屈だったんだ」と，新しい発見がありまし
た。
これらの感想から，次の2つのことが言える。
1点目は，保護者にとって，地域学習には教室
での学習とは違った楽しさがあるということであ
る。地域に出て学習することによって，子どもた
ちはいきいきとした表情を見せる。そうした表情
を見ることは，保護者にとっても喜びになると言
える。
2点目は，地域学習は，保護者にとっても学び
になるということである。今回の活動で保護者は
地域について新しい発見をしている。こうした「発
見すること」は，学びの楽しさとなり，地域への
関心につながるものである。地域学習に学習参加
を組み込むことは，保護者と地域を結び付けるき
っかけとなりうる。
③子どもの変容
12月に学習後のふりかえりカードを記入した。
多くの人とかかわりながら学習したことによる自
分の変容について，多くの子どもが次のように記
述している。
l ・わたしは，知らない人とかかわりあって，ふ
だんでも知らない人としゃべれるようになり
ました。
・進んでインタビューができるようになり，ま
とめて発表することやインタビューすること
が楽しくて好きになりました。
・聞く力がついたり， rなぜそうなのかjと質問
する力もつきました。
・いろいろな人に積極的に話せるようになりま
した。いろいろな人にあいさつもできるよう
になりました。この前，帰り道で大きな荷物
を持ったおばあさんに声をかけてあげまし
た。
これらの感想から，子どもたちは以下の3点に
ついて，成長を感じていることが分かる。
1点目は，積極性の向上である。初めて話す人
にインタビューできたことが自信となり，大人に
自らかかわろうとする意欲が高まっていることが
分かる。
2点目は，関係性の広がりである。より多くの
人にあいさつしたり 3 声をかけたりしていること
から，人とのかかわりが広がっていることが分か
る。インタビューによって得られた積極性が， 実
践に結び付し1丸桔果と言える。
3点目はコミュニケーションスキルの向上であ
る。子どもは人の話を開く力や質問する力の向上
を感じている。人とかかわる学習はコミュニケー
ションスキルの向上に効果があると言える。
しかし，今回の2度の校外学習に参加した保護
者は少なく， r保護者とともに地域を学ぶJという
目的は十分に達成することはできなかった。
これまでの実践を受け，子どもたちの地域での
様子を知るため， 1月に保護者にアンケートを実
施し， 26名から回答を得た。(表2)
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表2 地域での子どもの変容アンケート
(4:高-1:低)
番号 質問項目 平均値
お子さんは，地域の人や知り合
1 いの大人に，挨拶するようになっ 3.2 
た。
お子さんは，地域の人や知り合
2 
いの大人に，話しかけたり，積極
2.8 
的に会話したりするようになっ
た。
本学級の子どもたちから，挨拶
3 されたり，声をかけられたりする 2.8 
ことが以前より多くなった。
特に質問1の数値が高い。地域の中でも挨拶をし，
コミュニケーションを図っている子どもが増えて
いると言える。
2， 3の質問についても比較的高い数値と言える。
どちらの項目も， 肯定的な回答している保護者は
17名で、あった。大人とのコミュニケーションをと
ろうとする意欲が高まり，実践している子どもが
多いことが分かる。
このように，多くの大人とかかわる学習は，子
どもたちのコミュニケーション能力を高めるとい
うことが明らかとなったO
4 考察
(1)学習参加の効果
子どもにとって学習参加は楽しいものである0
4月の授業参加では，クイズ形式の問題に取り組
んだ。授業後，子どもたちに感想を聞くと，全員
が「楽しかったj と答えた。保護者と一緒に授業
を受けるという新鮮さ，クイズの内容が「楽しさ」
につながったと考える。
命というテーマを扱った2回目の授業参加につ
いても，アンケートに子どもたちは「楽しかった」
と答えた。アンケートの記述からも，子どもたち
は「いろいろな保護者との交流」を楽しんでいる
ことが分かる。子どもの記述には「大人の意見が
自分たちの意見と違っていて，アドバイスをして
もらったりしてうれしかったし，楽しかった」と
いったものが見られた。自分の親以外の大人の意
見を聞くことで3 自分の考えが深化していく喜び
が楽しさにつながっている。つまり，子どもたち
は，自分と違う考えに触れることのよさを感じて
おり，それが「自ら関わろうとするJ姿勢になっ
ていると言える。授業参加は， 1大人とかかわろう
とする子どもjを育てるために有効であると考え
る。
一方，アンケートに回答を寄せたすべての保護
者も，学習参加は f楽しい」と答えた。保護者は
子どもたちとのかかわりを楽しむとともに，子ど
も同士のかかわりの様子を楽しんでいる。多くの
子どもたちと接することで，自分の子供が学んで
いる環境や学習内容を理解し，それが自分の子ど
もを理解することにつながっている。つまり，保
護者にとって学習参加は，子ども理解の場になっ
ていると言える。
従来の授業参観では，保護者は教室の後ろに立
ち，授業の様子を見ているだけで、あった。自分の
子どもは，ほとんど後ろ姿しか見ることができな
かったと思われる。学習参加では，子どもの近く
で，子どもと同じ目線で授業に参加する。そうし
た中で，自分の子ども，他の子どもたち，保護者
同士が同じ空間で学ぶ「仲間意識Jが，保護者に
も生まれていると考える。
(2)総合的な学習の時間における学習参加
総合的な学習の時間においておこなった学習参
加では，保護者の「学習者j としての効果が強く
出ている。アンケートから，保護者が地域につい
て発見することで，学ぶ楽しさを味わっているこ
とが分かる。
一方，子どもたちのふりかえりカードには，地
域の人やインタビューした人とのかかわりに関す
る記述は多く見られるが，保護者に関する記述は
ほとんど見られない。これは，参加した保護者が
少なかったため，子どもたちと保護者との関わり
が限定的であったことの表れであると考える。総
合的な学習の時間における学習参加の目的は，保
護者と子どもたちが関わりながら地域について学
ぶことで、あった。保護者も地域に関わることで，
保護者と地域のつながりが生まれ， 1より多くの世
代とかかわりながら学習する」ことが実現できる
と考えていた。しかし，校外学習における保護者
の参加者がいずれも少なかったため，これらの目
的は十分に達成することがで、きなかった。
(3)学習参加のための組織樹首
前述のように，今回の実践では，総合的な学習の
時間の活動への保護者の参加が少なかった。その
原因として， 1保護者の多忙」が挙げられる。担任
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している学級の保護者に「総合的な学習の時間の
校外学習に協力できなかった理由は何かj という
アンケートを実施したところ，参加できなかった
保護者21名から表2のような回答を得た。
本学級の保護者は，ほとんどが仕事を持ってい
る。そのため，平日の日中，校外学習のような長
時間にわたる学習に参加することは難しい。授業
参観で休みを取るのが精いっぱいとし 1う保護者の
声も聞かれる。以上のような前提に立ち，効果的
な学習参加の在り方を検討する必要がある。
表2 校外学習に協力できなかった理由
仕事を休むことができなかった
連絡があったことが分からなかった
案内が急であった
一方，校外学習に協力した保護者の参加動機は
どのようなものだったのか。 4名の保護者から回
答を得ている。
-時間の都合もっき，子どもたちの様子を近
くで見たいと思ったからO
-いつもこのような活動の手伝いができなく
ていて，ちょうどその時人手が足りなくて
いということだ、ったので，協力させていた
だきました。
-仕事が休みだ、った。参加する人がいなく， 1授
業ができないかもしれなしリと娘に聞いたか
ら。
-一緒に活動するのが楽しし、からです。(クラ
スの子どもに 100ちゃんのお母さんJと
覚えてもらい，嬉しいです。)
-子どもに何度も頼まれたので，学校での子
どもの様子も見たいと思い，参加させてい
ただきました。
アンケートの回答を見ると，積極的に参加して
いる保護者よりも， 1子どもに頼まれたJ1人手が
足りなし、からjなど，義務感に駆られて参加して
いる保護者の方が多い。しかし，前出のアンケー
トにおける参加後の感想では，全員が「楽しかっ
たj とし1う感想を寄せている。積極的な参加では
なかったが，参加すれば楽しいとし1う状態である。
参加した保護者が「楽しかった」と感じることは，
保護者の次の機会の参加を促すことにもつながる
と考える。
学習参加をより効果的にしていくためには，全
校的な取り組みにしていく必要があると考える。
そのねらいとしては，以下の点が挙げられる。
①保護者が授業に参加する抵拘惑をなくす。
②保護者の子ども理解を進める。
③保護者の学校参画を促進する。
①については，子どもの入学時から，特に授業
参観において学習参加を実施することで，保護者
が多くの経験を積むことができる。こうした経験
が授業に参加することへの抵抑惑をなくし，総合
的な学習の時間などへの参加も促進することにつ
ながる。加えて，学習参加の楽しさを多く体験し
てもらうことは，時間をつくって参加する「積極
的な参加者Jを増やすことができると考える。
②については，授業での様子を間近で見たり，
一緒に学習したりすることで，自分の子どもをよ
り深く理解することができると考える。加えて多
くの子どもたちと接することで，自分の子どもの
属する集団を理解することになる。これによって，
自分の子どもだけでなく， r学級・学年の子どもj
「学校の子ども」をも育てていこうとする意識を
持つようになると考える。
③について，②で述べた「子どもたちを育てるJ
という意識を持つことにより，例えば学級懇談会
やPTA活動への参加者が増えるといった効果が
期待できる。学習参加によって保護者同士の交流
が進むことも，保護者の学校参画を促進する要因
になると考える。
総合的な学習の時間などにおける学習参加につ
いては課題が多い。保護者は多忙である。多くの
保護者に参加してもらうならば，単学年の保護者
だけでは対応は難しい。こうした学習に参加でき
る保護者を全校的に募り， r学習サボーダーjとし
て登録し，必要に応じて協力を仰くなどの仕組み
づくりが必要である。
5 至IJ達点と課題
(1)到達点
本研究では，次の3点が明らかになった。
1点目は，学習参加を組み込んだ授業は，大人
と意見交換することで，子どもの考えが深まると
いう効果があるということである。これが大人と
交流する意欲をさらに高めている。
2点目は，多くの大人とかかわる学習は， 子ど
ものコミュニケーション能力を高めるということ
である。多くの人とかかわった楽しさや自信が，
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実際の生活での実践に結び付いている。
3点目は学習参加は，保護者と子どもたち，保
護者同士の交流を促進するものであるということ
である。交流が進むことで，保護者にとって子ど
もを理解することにつながっている。
(2)課題
授業参観以外の授業において，学習参加を実践
していくことが視程である。保護者と地域を結び
付ける，子どもと保護者が多くの世代とかかわる
というねらいから，特に総合的な学習の時間にお
ける学習参加の在り方を検討していく必要がある。
そのための環境づくりとして，以下の2点を実
現していかなければならない。
①学習参加を全校的な取り組みにしていくこと。
②「学習サポーター」の組織を構築し，学年を越
えて保護者が参加できる倣且みをつくる。
引用・参考文献
国立教育政策研究所:r平成21年度全国学力・学
習状況調査[小学校]報告書」
http://wwlV.nier.go.jp/09chousakekkahokokus 
hO.htm 
(最終閲覧日 2013年1月6日)
対額敏昭 :W朝交を創るj，小学館， 2000 
佐藤学:W学校を変える学校が変わる一総合学習か
らカリキュラムの創造へj，小学館， 2000 
佐藤学・新潟県小千谷小学校:n親と教師で創る
授業」への挑戦一授業参観から学習参加へj，明
治図書， 1997 
仙台市立七北田小学校:["研究開発実施報告書(要
約)J
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kenkyu 
/htm/02_resch/0203_tbl/1328892.htm 
(最終閲覧日 2013年 1月6日)
外山旬:["保護者の学習参加を組み込んだ総合的な
学習の時間のカリキュラム開発J，W山形大学大
学院教育実践研究科年報』第3号， 2012 
堤ひろゆきほか:["研究科内公募プロジェクト コ
ミュニティ・スクーノレにおける地域素材と地域
が参加するカリキュラム形成J，W東京大学大学
院教育学研究科附属学校教育高度化センタ一年
報. 2011j， pp.82-83 
